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今
川
義
元
公
の
命
日
に

あ
た
る
本
年
５
月
19
日
、

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
広
場
で

今
川
義
元
公
像
の
除
幕
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
に

は
今
川
義
元
公
生
誕
五
百

年
祭
推
進
委
員
会
か
ら
小

和
田
委
員
長
、
酒
井
副
委

員
長
な
ど
が
参
加
し
た
ほ

か
、
川
勝
静
岡
県
知
事
、

田
辺
静
岡
市
長
に
も
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
竹
千
代
君

像
を
傍
ら
か
ら
見
守
る
よ

う
に
建
立
さ
れ
た
甲
冑
姿

の
義
元
公
像
が
晴
れ
晴
れ

し
く
お
披
露
目
さ
れ
た
。

　

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
シ
ン
グ
を
確
保
し
、

最
小
限
の
関
係
者
で
除
幕

式
を
実
施
。
そ
れ
で
も
、

酒
井
副
委
員
長
か
ら
は

「
約
４
６
０
年
前
に
こ
の

駿
府
の
地
に
本
当
に
あ
っ

た
風
景
を
切
り
取
っ
た
よ

う
な
銅
像
が
で
き
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。

静
岡
の
方
々
に
は
、
義
元

公
が
竹
千
代
君
の
傍
ら
に

い
る
こ
と
で
、
こ
の
地
の

歴
史
の
連
続
性
を
理
解

し
、
静
岡
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
、
誇
り
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い

う
明
る
く
力
強
い
未
来
を

示
唆
す
る
言
葉
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
小
和
田
委
員
長
か

ら
は
「
こ
の
像
の
前
を
通

る
こ
と
で
、
静
岡
の
礎
を

今
川
義
元
公
像
除
幕
式

竹
千
代
君
像
を
見
守
る
位
置
に
建
立

築
い
た
の
が
今
川
義
元
公

だ
っ
た
こ
と
を
市
民
が
確

認
で
き
る
。
夢
が
叶
っ
て

泣
く
ほ
ど
う
れ
し
い
」
と

い
う
感
慨
深
い
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
５
月
19
日

の
臨
済
寺
に
お
け
る
「
今

川
復
権
宣
言
」
で
始
ま
っ

た
今
川
義
元
公
生
誕
五
百

年
祭
事
業
は
、
こ
の
義
元

公
像
の
完
成
を
も
っ
て
大

き
な
区
切
り
と
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
事
業
で
高
ま

っ
た
今
川
復
権
の
気
運
を

絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
つ
な
ぐ
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
持
続
的
な
啓
発
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
。

　

義
元
公
像
の
除
幕
式
が

執
り
行
わ
れ
た
５
月
19
日

の
午
後
、
義
元
公
の
さ
ら

な
る
魅
力
を
探
求
す
る

『
今
川
義
元
公
像
お
披
露

目
記
念 

今
川
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
０
』
が
場
所

を
移
し
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
も
本
来
な
ら
ば
、

多
く
の
方
々
に
会
場
へ
と

お
集
ま
り
い
た
だ
く
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
無
観
客
の
リ

モ
ー
ト
生
中
継
と
な
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１

部
で
は
、「
今
川
研
究
の

最
前
線　

〜
今
川
氏
が
遺

し
た
も
の
〜
」
と
題
し
て
、

静
岡
市
出
身
の
歴
史
研
究

家
・
大
石
泰
史
氏
に
よ
る

記
念
講
演
が
配
信
さ
れ

た
。

こ
の
講
演
で
は
、

「
彦
五
郎
」
と
い
う
仮
名

（
け
み
ょ
う
）
か
ら
系
図

を
見
直
す
研
究
や
、
高
天

神
城
か
ら
見
え
る
今
川
の

戦
略
と
い
っ
た
興
味
深
い

話

が

語

ら

れ

た
。

　

ま
た
第
２
部

で
は
酒
井
副
委

員
長
を
コ
ー
デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

に
、
小
和
田
委

員
長
、
臨
済
寺

住
職
の
阿
部
宗

徹
氏
、
彫
刻
家

で
義
元
公
像
の

製
作
者
で
あ
る

堤
直
美
氏
が
参
加
し
て
座

談
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
ち

ら
で
は
義
元
公
像
の
製
作

秘
話
や
今
川
神
廟
再
建
に

至
る
思
い
な
ど
が
語
ら
れ

た
ほ
か
、
片
岡
愛
之
助
さ

ん
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
披
露
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

は
ア
ー
カ
イ
ブ
（
録
画
）

と
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
視
聴
可
能
（
12
月
28
日

ま
で
）。

葵タワーに赤鳥紋と
葵紋を並べて掲示

　

今
川
義
元
公
生
誕
五
百

年
祭
推
進
委
員
会
は
今
年

の
３
月
、
駿
河
今
川
家
の

旗
印
で
あ
る
「
赤
鳥
紋
」

を
静
岡
市
葵
区
の
葵
タ
ワ

ー
の
壁
面
に
掲
示
し
た
。

　

「
赤
鳥
紋
」
が
掲
示
さ

れ
る
以
前
は
徳
川
家
の

「
葵
紋
」
の
み
が
掲
示
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
、

そ
の
「
葵
紋
」
を
縮
小
し

て
左
上
に
「
赤
鳥
紋
」
を

重
ね
る
よ
う
に
配
置
し

た
。

　

こ
の
２
つ
紋
の
配
置

は
、
義
元
公
像
と
竹
千
代

君
像
と
の
並
び
と
同
様
、

「
今
川
が
築
い
た
基
礎
を

徳
川
が
発
展
さ
せ
、
そ
れ

今
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
0

記
念
講
演
と
座
談
会
を
リ
モ
ー
ト
で
配
信

が
現
代
の
静
岡
市
の
繁
栄

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

い
う
歴
史
の
連
続
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

竹千代君像を製作した同じ彫刻家・堤直美氏の手による
義元公像。その竹千代君像を見守る位置に建立された

静岡への来訪者に“歴史のまち静岡市”
をアピールする「赤鳥」と「葵」の紋

https://www.youtube.com/watch?v=0sSBrc6hRdc
&feature=youtu.be&t=901



　令和2年10月15日　（2）
〈
編
集
部
〉
〒
4
2
0ｰ

0
8
6
7
　
静
岡
市
葵
区
馬
場
町
27
（
今
川
さ
ん
製
作
委
員
会
内
）　
☎
0
5
4ｰ

2
6
6ｰ

7
1
1
7
　E-m

ail  yoshim
oto@

im
agaw

asan.com

むつごろう薬局

漢
方
で
治
す

耳
鳴
り

キ
ー
ン
と
い
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セ
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シ
ャ
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水
の
流
れ
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ゴ
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ゴ
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と
い
う
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の
音
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2
0
1
5
年
に
「
世
間
か
ら
の
評
判
が
悪
く
て
悲
し
い
」
と
涙
を
流
し
な
が

ら
誕
生
し
た
「
今
川
さ
ん
」。
そ
の
後
、
2
0
1
9
年
5
月
に
『
今
川
義
元
公

大
好
き
宣
言
』
が
発
表
さ
れ
、「
今
川
さ
ん
」

の
涙
も
晴
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
2
0
年

5
月
に
念
願
の
義
元
公
像
が
完
成
。
そ
れ
を

見
た
「
今
川
さ
ん
」
の
目
に
再
び
涙
が
…
。

で
も
、
こ
れ
は
以
前
の
「
悔
し
涙
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
「
今
川
さ
ん
」
は
、
義
元
公
が
多

く
の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
た
こ

と
が
う
れ
し
く
て
泣
い
て
い
る
の
で
す
。

「
今
川
さ
ん
」は
ど
う
し
て
泣
い
て
い
る
の
？

〈今川さん公式サイト〉

http://imagawasan.com/

　

静
岡
県
内
で
弁
当
を
は

じ
め
と
し
た
飲
食
物
の
製

造
販
売
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
東
海
軒
（
本
社
：
静

岡
市
駿
河
区
）
が
、
包
装

紙
に
今
川
義
元
公
が
描
か

れ
た
幕
の
内
弁
当
の
販
売

を
開
始
し
た
。

　

同
社
の
幕
の
内
弁
当
に

は
こ
れ
ま
で
武
田
信
玄
公

の
絵
柄
が
起
用
さ
れ
て
き

た
が
、
義
元
公
の
生
誕
五

百
年
を
機
に
、
静
岡
商
工

会
議
所
の
働
き
か
け
に
よ

り
30
年
振
り
に
包
装
デ
ザ

イ
ン
を
刷
新
。
地
元
の
駿

河
凧
職
人
の
協
力
を
得

て
、
力
強
い
義
元
公
が
描

か
れ
た
幕
の
内
弁
当
を
提

供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
社
は
「
新
し
い
幕
の

内
弁
当
を
食
べ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
県
内
外
に
義

元
公
を
発
信
し
た
い
」
と

語
る
。
価
格
は
税
込
み
で

８
８
０
円
。
東
海
軒
の
各

店
舗
に
て
販
売
さ
れ
て
い

る
。

今
川
義
元
公
の
幕
の
内
弁
当
を
販
売

東
海
軒
が
30
年
振
り
に
デ
ザ
イ
ン
を
刷
新

　

静
岡
市
食
品
衛
生
協
会

が
交
付
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
取

組
「
宣
言
書
」
と
同
「
ス

テ
ッ
カ
ー
」
に
ご
当
地
キ

ャ
ラ
「
今
川
さ
ん
」
の
イ

ラ
ス
ト
が
採
用
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
市
内
の
飲
食

店
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
防
止
を
自
己

　

今
川
義
元
公
生
誕
五
百

年
祭
推
進
委
員
会
で
は
、

今
川
義
元
公
の
正
し
い
功

績
を
地
域
に
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
公
認
広
報
大
使

で
あ
る
「
今
川
さ
ん
」
を

用
い
た
漫
画
『
今
川
さ
ん

の
今
川
義
元
公
入
門
講

座
』
を
作
成
。
９
月
に
市

内
全
小
学
４
年
生
に
配
布

し
た
。
配
布
に
先
立
ち
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
静
岡

　

静
岡
市
民
囲
碁
大
会
実

行
委
員
会
が
静
岡
市
と
共

催
で
2
月
23
日
、「
今
川

義
元
公
生
誕
５
０
０
年
記

念
事
業　

今
川
義
元
杯　

第
１
回
静
岡
市
民
囲
碁
大

会
」
を
市
民
文
化
会
館
で

開
催
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
義
元
公

が
駿
府
を
中
心
に
囲
碁
を

静
岡
に
広
め
た
と
い
う
逸

話
に
ち
な
ん
で
同
実
行
委

員
会
が
企
画
。
義
元
公
生

点
検
し
て
も
ら
い
、
基
準

を
満
た
し
た
場
合
に
店
舗

内
掲
示
用
と
し
て
「
宣
言

書
」
が
、
屋
外
掲
示
用
と

し
て
「
ス
テ
ッ
カ
ー
」
が

そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ
れ
る
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
運
営

す
る
今
川
さ
ん
製
作
委
員

会
で
は
今
回
の
事
業
用
に

新
た
に
マ
ス
ク
を
着
用
し

た
「
今
川
さ
ん
」
の
イ
ラ

ス
ト
を
作
成
。
市
民
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
た
め

の
取
り
組
み
に
、
今
後
も

「
今
川
さ
ん
」
を
ど
ん
ど
ん

活
用
し
て
ほ
し
い
と
し
て

い
る
。

市
赤
堀
教
育
長
に
小
和
田

委
員
長
な
ど
か
ら
漫
画
の

贈
呈
を
行
う
贈

呈
式
を
開
催
し

た
。

　

こ
の
事
業
は

昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、

こ
の
漫
画
を
入

口
に
歴
史
に
興

味
を
持
っ
た
子

ど
も
が
い
る
な

ど
、
好
評
で
あ

誕
五
百
年
祭
推
進
委
員
会

の
副
委
員
長
で
も
あ
る
静

岡
商
工
会
議
所
の
酒
井
会

頭
か
ら
は
明
治
時
代
の
も

の
と
み
ら
れ
る

碁
盤
と
碁
石
が

寄
贈
さ
れ
た
。

　

実
行
委
員
会

委
員
長
の
友
井

敏

昭

さ

ん

は

「
静
岡
市
の
礎

を
築
い
た
義
元

公
の
功
績
を
も

新
型
コロ
ナ
の
宣
言
書
と
ス
テ
ッ
カ
ー

「
今
川
さ
ん
」の
イ
ラ
ス
ト
採
用

「今川義元杯」
第1回静岡市民囲碁大会

―第2回は令和3年2月23日に開催

市内の全小学４年生に
義元公のマンガ冊子
を贈呈

る
こ
と
が
赤
堀
教
育
長
か

ら
伝
え
ら
れ
た
。

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
し
、
翌
年
以
降
も

大
会
を
継
続
し
て
開
催
す

る
意
向
を
語
っ
た
。

『
今い
ま

川が
わ

新し
ん

聞ぶ
ん

』の
発は
っ

行こ
う

は

今こ
ん

回か
い

で
一い
ち

段だ
ん

落ら
く

か

少す
こ

し
さ
み
し
く
な
る
な
…

母は
は

上う
え

…

そ
う
で
す
ね
！

今い
ま

川が
わ

さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も

今い
ま

川が
わ

氏し

と
静し

ず

岡お
か

の
た
め
に

頑が
ん

張ば

っ
て
い
き
ま
す
！

新あ
た
ら

し
い
時じ

代だ
い

に

出し
ゅ
っ
ぱ
つ

発
だ
っ
！

何な
に

か
が
終お

わ
る
と
い
う
こ
と
は

ま
た
次つ

ぎ

の
目も

く

標ひ
ょ
うに
向む

か
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
よリモート通

つうわちゅう

話中…

※リモート会
かい

議
ぎ

用
よう

上
じょう

半
はん

身
しん

だけの衣
いしょう

装

宣言書（左）とステッカー（右）

当日は市内の子どもから大人までの囲碁
ファン235人が参加した

義元公の駿河凧をメインにした新デザイン

マンガ冊子が小和田委員長から贈呈された


